
教員を助ける０年目研修

藤永 咲月



小学校の先生になりたい！

夢が叶う



数ヶ月後

泣きながら出勤

「事故に遭った方が楽かも」
と考えた日も



これは 私の実話です

私に限った話ではない



つらい教員１年目



つらい教員１年目



精神疾患休職者 １０年以上横ばい



富山でも精神疾患 若手に多い

■病気休職・病気休暇（精神疾患）

富山県２０代 ２６名

…各市町村１〜２名は発生



深刻な教員不足・多忙化



「やりがい」PR

今までと違うアプローチが必要

教員不足・多忙化の解消

現場の労働環境改善

入り口を広げる 出口を狭める

教員になる“前”の
「教員０年目研修」



教員１年目がつらい
３つの理由

①教員養成と現場のギャップ
②始業式が早い
③こども相手のぶっつけ本番



教員養成課程で学ぶこと
・教科の歴史
・学習指導要領
・教育実習での授業研究
・教育法規
・教育心理

①教員養成と現場のギャップ

学術的
な学び



①教員養成と現場のギャップ

現場で困ること
・子供の私語・立ち歩き
・学級のルールは？
・宿題は何を出そう？
・授業が間に合わない
・評価の付け方が分からない

ハウツー



あなたなら なんと言う？

・教室で紙ヒコーキを飛ばしているこども

・クラスみんなで並んで体育館へ行きます



①教員養成と現場のギャップ

大学での学びをどう実践するか

ハウツー

採用前に学ばない
現場での
実践

学術的
な学び



富山県では４月１日から勤務４日目に始業式

1日目…職員会議・担当クラスを知る
2日目…職員会議・名簿作り・名札作り
3日目…職員会議・お便り作り・遠足予約

・教室の机並べ・名前シール貼り
4日目…始業式

②始業式の早さ



■教科書を見る余裕のない３日間
→次の日から毎日５時間ほぼ全教科の
授業をする

雑務に追われ
授業準備が十分にできない毎日が始まる

②始業式の早さ



■授業準備にとれる時間

授業準備不足
↓

こどもの意欲低下
↓

授業崩壊

②始業式の早さ

8:00~15:30 授業 15:30~16:30

・丸つけ
・保護者連絡
・評価

・校務
・会議
・授業準備



・先輩と間取り作成

・契約はベテランが

・分からなかったら

先輩に聞く

③こども相手のぶっつけ本番

ハウスメーカー 教員

・ひとりで授業準備

・保護者会も自分で

・分からなくても

即時対応が必要



「こどもに後出しジャンケンは通用しない」

③こども相手のぶっつけ本番

その瞬間瞬間に
適切な対応・指導が
求められる

＝ こども相手の特性



教員１年目がつらい
３つの理由

①教員養成と現場のギャップ
②始業式が早い
③こども相手のぶっつけ本番

採用前研修の充実が有効



教員０年目研修の内容

① 現行「教師準備プレ講座」の課題
② 教員０年目研修の内容
③ 想定する体制



・講演会方式

内容は教養を深めるもの

・実地開催

R3年度はコロナで中止の回も

①現行の「教師準備プレ講座」の課題

▲教員養成課程と現場のギャップ
を埋める内容・目的ではない

▲県外から参加できない



②教員０年目研修の内容

2021年２月〜３月

「教員０年目サークル」活動

Twitterを通して拡散

全国に５００名のメンバーが



②教員０年目研修の内容



②教員０年目研修の内容



②教員０年目研修の内容



②教員０年目研修の内容



②教員０年目研修の内容



教員０年目サークルの課題

■届けたい富山の０年目教員に届かない

■講師にかたよりが出る

■趣味で続けるには限界がある

（学生からお金を取りたくない）



③想定する体制 既存の初任者研修を活用

■実地とオンライン ハイブリット開催

■１１月〜３月 月２回 全１０回の開催

■内容：現場のハウツー ＋ 初任者研修の内容

■講師：初任者研修の講師 ＋

各校に配置されている初任者指導担当教員



初任者研修を活用する３つのメリット

○新たに講師を探さなくてよい

○事前に初任者研修の内容を学べることで

見通しをもてる

○着任後の初任者研修の回数を減らすことで

初任者の負担を減らせる
・たまる丸つけ
・つぶれる空きコマ



まとめ

■つらい１年目・教員不足・多忙化問題

■教員養成課程と現場のギャップを埋める
「教員０年目研修」の有効性

■現行の初任者研修の活用体制



おわりに



おわりに

教員の多忙化解消 進まない原因

「自分の労働環境改善に使う時間があるなら

明日のこどもたちのために時間を使いたい」

学校の外から改革を進めていく必要性



おわりに

こどもの未来が最優先の

教育現場に


